
             調査期間      2024年2月10日（土）～ 2月12日（月）

             調査方法　    固定電話と携帯電話による電話法（ＲＤＤ追跡法）

             調査相手　    全国18歳以上   2,443人

　　　　　　　　　　              固定　793人　　　　　　　携帯  1,650人　　　

             回答数（率） 　1,215人（49.7％）　 

　　　　　　　　　　　            固定　489人（61.7％)　 携帯  726人（44.0％）

　　　　（固定電話調査は能登半島地震で被災した石川県の一部地域の市外局番を除き実施）

(※選択肢読み上げなし)

1． 支持する ･････････ 25.1 ％
2． 支持しない ･････････ 58.2 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 16.7 ％

1． 政策に期待が持てるから ･････････ 6.2 ％
2． 支持する政党の内閣だから ･････････ 23.3 ％
3． 人柄が信頼できるから ･････････ 10.8 ％
4． 実行力があるから ･････････ 4.9 ％
5． 他の内閣より良さそうだから ･････････ 50.8 ％
6． その他 ･････････ 0.0 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 3.9 ％

1． 政策に期待が持てないから ･････････ 44.6 ％
2． 支持する政党の内閣でないから ･････････ 4.5 ％
3． 人柄が信頼できないから ･････････ 11.3 ％
4． 実行力がないから ･････････ 27.3 ％
5． 他の内閣の方が良さそうだから ･････････ 7.9 ％
6． その他 ･････････ 0.8 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 3.5 ％

2024年2月　 政治意識月例電話調査

調査の概要

問１
あなたは、岸田内閣を支持しますか。それとも支持しませんか。

問１ＳＱ１［問１で「１．支持する」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持する主な理由は何ですか。次の５つから１つ選んでください。（N=305件）

問１ＳＱ２［問１で「２．支持しない」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持しない主な理由は何ですか。次の５つから１つ選んでください。（N=707件）
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(※選択肢読み上げなし)

1． 自民党 ･････････ 30.5 ％
2． 立憲民主党 ･････････ 6.7 ％
3． 日本維新の会 ･････････ 3.1 ％
4． 公明党 ･････････ 3.2 ％
5． 共産党 ･････････ 2.1 ％
6． 国民民主党 ･････････ 1.3 ％
7． れいわ新選組 ･････････ 1.1 ％
8． 社民党 ･････････ 0.2 ％
9． 参政党 ･････････ 0.7 ％

10． みんなでつくる党 ･････････ 0.1 ％
11． その他の政治団体 ･････････ 0.6 ％
12． 特に支持している政党はない ･････････ 44.0 ％
13． わからない、無回答 ･････････ 6.4 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 果たしている ･････････ 2.1 ％
2． 果たしていない ･････････ 88.2 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 9.7 ％

1． 大いに評価する ･････････ 3.7 ％
2． ある程度評価する ･････････ 32.4 ％
3． あまり評価しない ･････････ 29.1 ％
4． まったく評価しない ･････････ 27.7 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.1 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 導入すべきだ ･････････ 82.4 ％
2． 導入する必要はない ･････････ 8.6 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 9.1 ％

1． 大いに評価する ･････････ 1.0 ％
2． ある程度評価する ･････････ 22.1 ％
3． あまり評価しない ･････････ 36.1 ％
4． まったく評価しない ･････････ 32.8 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.9 ％

問５
あなたは、政治資金規正法に違反する会計処理があった場合、会計責任者だけでなく、議員も責任を
負う「連座制」を導入すべきだと思いますか。導入する必要はないと思いますか。

問２
今、あなたは、何党を支持していますか。支持している政党の名前を、１つだけおっしゃってください。

問３
自民党の派閥の政治資金パーティーをめぐる問題についてうかがいます。自民党内では、派閥から受
け取った収入を、収支報告書に記載していなかった議員が相次いで明らかになりました。あなたは、こ
うした議員が、説明責任を果たしていると思いますか。果たしていないと思いますか。

問４
自民党は、「政治刷新本部」の中間とりまとめで、政治資金の透明性を高めるとともに、派閥をカネと人
事から完全に決別させることなどを決めました。あなたは、これを評価しますか。評価しませんか。次の４
つから１つ選んでください。

問６
あなたは、自民党の派閥の政治資金パーティーの問題に対する、岸田総理大臣の対応を、評価します
か。評価しませんか。次の４つから１つ選んでください。
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(※選択肢読み上げなし)

1． 果たしている ･････････ 5.0 ％
2． 果たしていない ･････････ 84.0 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 11.0 ％

1． 大いに評価する ･････････ 7.1 ％
2． ある程度評価する ･････････ 48.1 ％
3． あまり評価しない ･････････ 27.8 ％
4． まったく評価しない ･････････ 9.2 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.8 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 実現できる ･････････ 8.4 ％
2． 実現できない ･････････ 77.4 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 14.2 ％

1． 妥当だ ･････････ 19.7 ％
2． 妥当ではない ･････････ 31.0 ％
3． 支援金制度自体に反対だ ･････････ 33.1 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 16.2 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 賛成 ･････････ 30.6 ％
2． 反対 ･････････ 51.3 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 18.1 ％

問７
盛山文部科学大臣は、前回の衆議院選挙の際、旧統一教会の関連団体の集会に出席したことを明ら
かにした上で、「選挙の支援を依頼した事実や活動は確認できない」と説明しています。あなたは、大
臣が説明責任を果たしていると思いますか。果たしていないと思いますか。

問８
あなたは、能登半島地震への政府のこれまでの対応を、評価しますか。評価しませんか。次の４つから
１つ選んでください。

問９
岸田総理大臣は、春闘での賃上げに向けて、経済界への働きかけを強めています。あなたは、物価上
昇を上回る賃上げが実現できると思いますか。実現できないと思いますか。

問１０
少子化対策の財源確保のため、公的医療保険を通じて集める「支援金制度」をめぐり、岸田総理大臣
は、加入者１人あたりの拠出額が、月平均で５００円弱になると見込んでいることを明らかにしました。あ
なたは、これをどう思いますか。次の３つから１つ選んでください。

問１１
次期戦闘機など、他国と共同開発した防衛装備品の第三国への輸出をめぐって、与党内での議論で
は、自民党は容認する方針なのに対し、公明党は慎重な姿勢です。政府は、今月末までに結論を出
すよう求めています。あなたは、輸出を認めることに賛成ですか。反対ですか。
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1． 男性 ･････････ 54.6 ％
2． 女性 ･････････ 45.4 ％

1． 18・19歳 ･････････ 1.0 ％
2． 20～29歳 ･････････ 5.2 ％
3． 30～39歳 ･････････ 5.8 ％
4． 40～49歳 ･････････ 11.9 ％
5． 50～59歳 ･････････ 16.6 ％
6． 60～69歳 ･････････ 17.4 ％
7． 70～79歳 ･････････ 21.7 ％
8． 80歳以上 ･････････ 13.6 ％
9． 無回答 ･････････ 6.8 ％

1． 農林漁業 ･････････ 1.6 ％
2． 自営業 ･････････ 10.0 ％
3． 勤め人 ･････････ 34.9 ％
4． 主婦（夫）・パート ･････････ 15.6 ％
5． 無職 ･････････ 28.7 ％
6． 学生 ･････････ 2.4 ％
7． その他、無回答 ･････････ 6.7 ％

1． 北海道 ･････････ 5.9 ％
2． 東北 ･････････ 6.6 ％
3． 北関東 ･････････ 8.9 ％
4． 南関東 ･････････ 11.9 ％
5． 東京 ･････････ 9.9 ％
6． 北陸信越 ･････････ 6.3 ％
7． 東海 ･････････ 11.8 ％
8． 近畿 ･････････ 15.5 ％
9． 中国 ･････････ 5.0 ％

10． 四国 ･････････ 2.7 ％
11． 九州 ･････････ 10.7 ％
12． 無回答（携帯） ･････････ 4.9 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 21.1 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 21.6 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 20.7 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 12.7 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 12.0 ％
6． 無回答 ･････････ 11.9 ％

都市規模

性別

年層

職業

地域
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